
 

 

 

日本会議と「明治 150 年」 
         
（「週刊金曜日」編集部）

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5９回学習会 
 

 

 

憲法九条を守る！この一点で集まる宮前市民の会「宮前九条の会」 

連絡先・事務局 044-855-8896 （若原） 
ホームページ：http://miyamae9.web.fc2.com/  e-mail: miyamae9@gmail.com 

 

＜講師から一言＞ 

改憲の動きが、この数年で高まっています。これをどう阻止するかが問われています

が、まず私たち自身の理念を強固にしなくてはなりません。日本会議を始めとした改

憲派のコアの部分は、「日本をあるべき姿に取り戻す」です。この「あるべき姿」と

は、大日本帝国が人工的に作り上げた、「天皇を頂点とする権力者に民衆が服従する

意識が構造化された体制」であり、現行憲法の主権在民や人権規定と根本的に相容れ

ません。しかし、これと対決すべき護憲派は、この「体制」を生んだ 1868年の王政

復古歴史についての認識が十分とは思えません。そこでまず、改憲勢力を支えるイデ

オロギー的な基盤の切開を試みたいと思います。 

 

 
【成澤宗男さんのプロフィール】 

 
1953 年生まれ。新潟県出身。「週刊金曜日」編集部員。中央大学大学
院修了。政党機関紙記者を経て、パリでジャーナリスト活動。帰国
後、国会議員政策担当秘書等を経て現職。 

著書：「統一教会の犯罪」「統一教会の策謀」（八月書館）、「ミッテラ
ンとロカール フランス社会党戦国史」（社会新報ブックレット）、
「9・11 の謎」「続 9・11 の謎」「オバマの危険」（金曜日刊）、 

主要論文：「フランス核実験再開の意味 軍事技術と戦略論争の視点
から」（「海外事情」1997 年 7月号）等。 


